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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　冷凍サイクルを行う冷媒回路（30）が設けられていて吸い込んだ室内空気を冷却してか
ら室内へ供給する冷房運転を少なくとも行う空調機（20）と、吸い込んだ室外空気を除湿
し又は加湿してから室内へ供給し且つ吸い込んだ室内空気を室外へ排出する外気処理機（
50）と、上記空調機（20）及び上記外気処理機（50）の運転を制御する制御手段（90）と
を備える空調システムであって、
　上記制御手段（90）は、
　　上記空調システムの運転中に上記外気処理機（50）を常に運転させる運転継続動作と
、
　　上記空調機（20）の冷房運転中に室内気温が目標温度範囲の下限値に達すると該空調
機（20）を休止させ、該空調機（20）の休止中に室内気温が上記目標温度範囲の上限値に
達すると該空調機（20）に冷房運転を再開させる温度調節動作と、
　　上記空調機（20）の冷房運転中に室内気温が低下して上記目標温度範囲内の風量削減
用基準値に達すると該空調機（20）から室内へ吹き出される空気の流量を低下させる風量
削減動作と、
　　上記空調機（20）の冷房運転中に室内気温が低下して上記目標温度範囲内の容量削減
用基準値に達すると該空調機（20）に設けられた圧縮機（41）の運転容量を低下させる容
量削減動作とを行うように構成され、
　上記容量削減用基準値は、上記風量削減用基準値よりも低い値である
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ことを特徴とする空調システム。
【請求項２】
　請求項１において、
　上記制御手段（90）は、上記空調機（20）の冷房運転中に該空調機（20）の冷媒回路（
30）における冷媒の蒸発温度が目標蒸発温度となるように、該空調機（20）に設けられた
圧縮機（41）の運転容量を調節する圧縮機制御動作を行うように構成されている
ことを特徴とする空調システム。
【請求項３】
　冷凍サイクルを行う冷媒回路（30）が設けられていて吸い込んだ室内空気を加熱してか
ら室内へ供給する暖房運転を少なくとも行う空調機（20）と、吸い込んだ室外空気を除湿
し又は加湿してから室内へ供給し且つ吸い込んだ室内空気を室外へ排出する外気処理機（
50）と、上記空調機（20）及び上記外気処理機（50）の運転を制御する制御手段（90）と
を備える空調システムであって、
　上記制御手段（90）は、
　　上記空調システムの運転中に上記外気処理機（50）を常に運転させる運転継続動作と
、
　　上記空調機（20）の暖房運転中に室内気温が目標温度範囲の上限値に達すると該空調
機（20）を休止させ、該空調機（20）の休止中に室内気温が上記目標温度範囲の下限値に
達すると該空調機（20）に暖房運転を再開させる温度調節動作と、
　　上記空調機（20）の暖房運転中に室内気温が上昇して上記目標温度範囲内の風量削減
用基準値に達すると該空調機（20）から室内へ吹き出される空気の流量を低下させる風量
削減動作と、
　　上記空調機（20）の暖房運転中に室内気温が上昇して上記目標温度範囲内の容量削減
用基準値に達すると該空調機（20）に設けられた圧縮機（41）の運転容量を低下させる容
量削減動作とを行うように構成され、
　上記容量削減用基準値は、上記風量削減用基準値よりも高い値である
ことを特徴とする空調システム。
【請求項４】
　請求項３において、
　上記制御手段（90）は、上記空調機（20）の暖房運転中に該空調機（20）の冷媒回路（
30）における冷媒の凝縮温度が目標凝縮温度となるように、該空調機（20）に設けられた
圧縮機（41）の運転容量を調節する圧縮機制御動作を行うように構成されている
ことを特徴とする空調システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、空調機と外気処理機とを備える空調システムに関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、空調機と外気処理機とを備える空調システムが知られている。例えば、特許
文献１に開示された空調システムには、冷凍サイクルを行う冷媒回路が設けられて室内空
気を冷却する空調機と、デシカントロータを用いて除湿した室外空気を室内へ供給し且つ
室内空気をデシカントロータの再生に利用してから室外へ排出する外気処理機とが設けら
れている。また、特許文献２や特許文献３に開示された空調システムには、冷凍サイクル
を行う冷媒回路が設けられていて室内空気を冷却し又は加熱する空調機と、空気熱交換器
の表面に担持された吸着剤を冷媒で加熱し又は冷却することによって室外空気の湿度を調
節し、湿度調節した室外空気を室内へ供給する外気処理機とが設けられている。
【特許文献１】特開平０９－３１８１２６号公報
【特許文献２】特開２００５－２９１５８５号公報
【特許文献３】特開２００６－３２９４７１号公報
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【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　ところで、空調機は、室内の気温を所定の目標温度に保つために運転と停止を繰り返す
ように構成される場合が多い。例えば、空調機は、冷房運転中に室内気温が低下して目標
温度を下回ると休止し、休止中に室内気温が上昇して目標温度を上回ると冷房運転を再開
するように構成される。また、空調機は、暖房運転中に室内気温が上昇して目標温度を上
回ると休止し、休止中に室内気温が低下して目標温度を下回ると暖房運転を再開するよう
に構成される。
【０００４】
　ところが、例えば室内の空調負荷が空調機の能力に対して小さい場合には、空調機の運
転を再開してから短時間のうちに室内気温が目標値に達してしまって再び空調機が停止す
ることとなる。つまり、このような場合には、空調機の起動と停止が頻繁に繰り返される
おそれがある。そして、空調機を起動する際には比較的多くの電力が消費されるため、空
調機の運転と停止が頻繁に繰り返されると、空調機の消費電力が増大して空調システムの
ランニングコストが嵩むという問題があった。
【０００５】
　本発明は、かかる点に鑑みてなされたものであり、その目的は、空調システムに設けら
れた空調機の起動と停止の頻度を削減し、空調システムのランニングコストを低減するこ
とにある。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　第１の発明は、冷凍サイクルを行う冷媒回路（30）が設けられていて吸い込んだ室内空
気を冷却してから室内へ供給する冷房運転を少なくとも行う空調機（20）と、吸い込んだ
室外空気を除湿し又は加湿してから室内へ供給し且つ吸い込んだ室内空気を室外へ排出す
る外気処理機（50）と、上記空調機（20）及び上記外気処理機（50）の運転を制御する制
御手段（90）とを備える空調システムを対象とする。そして、上記制御手段（90）は、上
記空調システムの運転中に上記外気処理機（50）を常に運転させる運転継続動作と、上記
空調機（20）の冷房運転中に室内気温が目標温度範囲の下限値に達すると該空調機（20）
を休止させ、該空調機（20）の休止中に室内気温が上記目標温度範囲の上限値に達すると
該空調機（20）に冷房運転を再開させる温度調節動作と、上記空調機（20）の冷房運転中
に室内気温が低下して上記目標温度範囲内の風量削減用基準値に達すると該空調機（20）
から室内へ吹き出される空気の流量を低下させる風量削減動作とを行うように構成される
ものである。
【０００７】
　第１の発明の空調システム（10）において、空調機（20）は、室内空気を冷却する冷房
運転を行う。一方、外気処理機（50）は、室外から室内への給気と室内から室外への排気
、即ち室内の換気を行う。その際、外気処理機（50）は、吸い込んだ室外空気を、その湿
度を調節してから室内へ供給する。
【０００８】
　第１の発明の制御手段（90）は、運転継続動作と温度調節動作と風量削減動作とを行う
。制御手段（90）は、空調システム（10）の運転中に外気処理機（50）を継続して運転さ
せる動作を、運転継続動作として行う。制御手段（90）が運転継続動作を行うことにより
、空調システム（10）の運転中には外気処理機（50）が常に室内の換気を行う。制御手段
（90）は、室内気温が目標温度範囲内の上限値以下で且つその下限値以上の値となるよう
に、空調機（20）に冷房運転の休止と冷房運転の再開とを交互に行わせる。
【０００９】
　また、第１の発明の制御手段（90）は、室内気温が風量削減用基準値に達すると空調機
（20）の吹き出し風量を低下させる動作を、風量削減動作として行う。風量削減用基準値
は、目標温度範囲内の値に設定されている。このため、冷房運転中に室内気温が次第に低
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下してきて風量削減用基準値に達した場合は、近い将来に室内気温が目標温度範囲の下限
値に達し、その結果、制御手段（90）によって空調機（20）の冷房運転が休止させられる
と推測できる。そこで、この場合、制御手段（90）は、空調機（20）の室内への吹き出し
風量を低下させる。空調機（20）の吹き出し風量が低下すると、空調機（20）の冷房能力
が減少し、室内気温の低下速度が緩やかとなる。このため、その後に室内気温が低下し続
けたとしても、室内気温が目標温度範囲の下限値に達するまでの時間は、空調機（20）の
吹き出し風量を低下させなかった場合に比べて長くなる。
【００１０】
　また、第１の発明は、上記の構成に加えて、上記制御手段（90）は、上記空調機（20）
の冷房運転中に室内気温が低下して上記目標温度範囲内の容量削減用基準値に達すると該
空調機（20）に設けられた圧縮機（41）の運転容量を低下させる容量削減動作を行うよう
に構成されるものである。
【００１１】
　第１の発明の制御手段（90）は、室内気温が容量削減用基準値に達すると空調機（20）
の圧縮機（41）の運転容量を低下させる動作を、容量削減動作として行う。容量削減用基
準値は、目標温度範囲内の値に設定されている。このため、冷房運転中に室内気温が次第
に低下してきて容量削減用基準値に達した場合は、近い将来に室内気温が目標温度範囲の
下限値に達し、その結果、制御手段（90）によって空調機（20）の冷房運転が休止させら
れると推測できる。そこで、この場合、制御手段（90）は、空調機（20）の圧縮機（41）
の運転容量を低下させる。空調機（20）の圧縮機（41）の運転容量が低下すると、空調機
（20）の冷房能力が減少し、室内気温の低下速度が緩やかとなる。このため、その後に室
内気温が低下し続けたとしても、室内気温が目標温度範囲の下限値に達するまでの時間は
、空調機（20）の圧縮機（41）の運転容量を低下させなかった場合に比べて長くなる。
【００１２】
　また、第１の発明は、上記の構成に加えて、上記容量削減用基準値を上記風量削減用基
準値よりも低い値とするものである。
【００１３】
　第２の発明は、上記第１の発明において、上記制御手段（90）は、上記空調機（20）の
冷房運転中に該空調機（20）の冷媒回路（30）における冷媒の蒸発温度が目標蒸発温度と
なるように、該空調機（20）に設けられた圧縮機（41）の運転容量を調節する圧縮機制御
動作を行うように構成されるものである。
【００１４】
　第２の発明では、制御手段（90）が圧縮機制御動作を行う。この圧縮機制御動作におい
て、制御手段（90）は、空調機（20）の冷媒回路（30）における冷媒の蒸発温度が目標蒸
発温度となるように、空調機（20）の圧縮機（41）の運転容量を調節する。このため、制
御手段（90）の風量削減動作によって空調機（20）の室内への吹き出し風量が削減された
状態においても、制御手段（90）が圧縮機制御動作を行うことによって、冷媒回路（30）
における冷媒の蒸発温度は概ね目標蒸発温度に保たれる。
【００１５】
　第３の発明は、冷凍サイクルを行う冷媒回路（30）が設けられていて吸い込んだ室内空
気を加熱してから室内へ供給する暖房運転を少なくとも行う空調機（20）と、吸い込んだ
室外空気を除湿し又は加湿してから室内へ供給し且つ吸い込んだ室内空気を室外へ排出す
る外気処理機（50）と、上記空調機（20）及び上記外気処理機（50）の運転を制御する制
御手段（90）とを備える空調システムを対象とする。そして、上記制御手段（90）は、上
記空調システムの運転中に上記外気処理機（50）を常に運転させる運転継続動作と、上記
空調機（20）の暖房運転中に室内気温が目標温度範囲の上限値に達すると該空調機（20）
を休止させ、該空調機（20）の休止中に室内気温が上記目標温度範囲の下限値に達すると
該空調機（20）に暖房運転を再開させる温度調節動作と、上記空調機（20）の暖房運転中
に室内気温が上昇して上記目標温度範囲内の風量削減用基準値に達すると該空調機（20）
から室内へ吹き出される空気の流量を低下させる風量削減動作とを行うように構成される
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ものである。
【００１６】
　第３の発明の空調システム（10）において、空調機（20）は、室内空気を加熱する暖房
運転を行う。一方、外気処理機（50）は、室外から室内への給気と室内から室外への排気
、即ち室内の換気を行う。その際、外気処理機（50）は、吸い込んだ室外空気を、その湿
度を調節してから室内へ供給する。
【００１７】
　第３の発明の制御手段（90）は、運転継続動作と温度調節動作と風量削減動作とを行う
。制御手段（90）は、空調システム（10）の運転中に外気処理機（50）を継続して運転さ
せる動作を、運転継続動作として行う。制御手段（90）が運転継続動作を行うことにより
、空調システム（10）の運転中には外気処理機（50）が常に室内の換気を行う。制御手段
（90）は、室内気温が目標温度範囲内の上限値以下で且つその下限値以上の値となるよう
に、空調機（20）に暖房運転の休止と暖房運転の再開とを交互に行わせる。
【００１８】
　また、第３の発明の制御手段（90）は、室内気温が風量削減用基準値に達すると空調機
（20）の吹き出し風量を低下させる動作を、風量削減動作として行う。風量削減用基準値
は、目標温度範囲内の値に設定されている。このため、暖房運転中に室内気温が次第に上
昇してきて風量削減用基準値に達した場合は、近い将来に室内気温が目標温度範囲の上限
値に達し、その結果、制御手段（90）によって空調機（20）の暖房運転が休止させられる
と推測できる。そこで、この場合、制御手段（90）は、空調機（20）の室内への吹き出し
風量を低下させる。空調機（20）の吹き出し風量が低下すると、空調機（20）の暖房能力
が減少し、室内気温の上昇速度が緩やかとなる。このため、その後に室内気温が上昇し続
けたとしても、室内気温が目標温度範囲の上限値に達するまでの時間は、空調機（20）の
吹き出し風量を低下させなかった場合に比べて長くなる。
【００１９】
　第３の発明は、上記の構成に加えて、上記制御手段（90）は、上記空調機（20）の暖房
運転中に室内気温が上昇して上記目標温度範囲内の容量削減用基準値に達すると該空調機
（20）に設けられた圧縮機（41）の運転容量を低下させる容量削減動作を行うように構成
されるものである。
【００２０】
　第３の発明の制御手段（90）は、室内気温が容量削減用基準値に達すると空調機（20）
の圧縮機（41）の運転容量を低下させる動作を、容量削減動作として行う。容量削減用基
準値は、目標温度範囲内の値に設定されている。このため、暖房運転中に室内気温が次第
に上昇してきて容量削減用基準値に達した場合は、近い将来に室内気温が目標温度範囲の
上限値に達し、その結果、制御手段（90）によって空調機（20）の暖房運転が休止させら
れると推測できる。そこで、この場合、制御手段（90）は、空調機（20）の圧縮機（41）
の運転容量を低下させる。空調機（20）の圧縮機（41）の運転容量が低下すると、空調機
（20）の暖房能力が減少し、室内気温の上昇速度が緩やかとなる。このため、その後に室
内気温が上昇し続けたとしても、室内気温が目標温度範囲の上限値に達するまでの時間は
、空調機（20）の圧縮機（41）の運転容量を低下させなかった場合に比べて長くなる。
【００２１】
　また、第３の発明は、上記の構成に加えて、上記容量削減用基準値を上記風量削減用基
準値よりも高い値とするものである。
【００２２】
　第４の発明は、上記第３の発明において、上記制御手段（90）は、上記空調機（20）の
暖房運転中に該空調機（20）の冷媒回路（30）における冷媒の凝縮温度が目標凝縮温度と
なるように、該空調機（20）に設けられた圧縮機（41）の運転容量を調節する圧縮機制御
動作を行うように構成されるものである。
【００２３】
　第４の発明では、制御手段（90）が圧縮機制御動作を行う。この圧縮機制御動作におい
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て、制御手段（90）は、空調機（20）の冷媒回路（30）における冷媒の凝縮温度が目標凝
縮温度となるように、空調機（20）の圧縮機（41）の運転容量を調節する。このため、制
御手段（90）の風量削減動作によって空調機（20）の室内への吹き出し風量が削減された
状態においても、制御手段（90）が圧縮機制御動作を行うことによって、冷媒回路（30）
における冷媒の凝縮温度は概ね目標凝縮温度に保たれる。
【発明の効果】
【００２４】
　上記第１の発明において、制御手段（90）は、空調機（20）の冷房運転中に室内気温が
風量削減用基準値に達すると、空調機（20）の吹き出し風量を低下させる。冷房運転中に
空調機（20）の吹き出し風量が低下すると、空調機（20）の冷房能力が減少し、室内気温
の低下速度が緩やかとなる。従って、この発明によれば、空調機（20）の冷房運転中に室
内気温が目標温度範囲の下限値に達するまでの時間を、空調機（20）の吹き出し風量を低
下させなかった場合に比べて長くすることができる。
【００２５】
　また、上記第３の発明において、制御手段（90）は、空調機（20）の暖房運転中に室内
気温が風量削減用基準値に達すると、空調機（20）の吹き出し風量を低下させる。暖房運
転中に空調機（20）の吹き出し風量が低下すると、空調機（20）の暖房能力が減少し、室
内気温の上昇速度が緩やかとなる。従って、この発明によれば、空調機（20）の暖房運転
中に室内気温が目標温度範囲の上限値に達するまでの時間を、空調機（20）の吹き出し風
量を低下させなかった場合に比べて長くすることができる。
【００２６】
　このように、本発明によれば、空調機（20）の冷房運転中または暖房運転中において、
室内気温が風量削減用基準値に達した時点から、制御手段（90）の温度調節動作によって
空調機（20）の冷房運転または暖房運転が休止させられる時点までの時間を延長すること
ができる。その結果、制御手段（90）の温度調節動作によって空調機（20）の冷房運転ま
たは暖房運転が再開される頻度を低減することができる。そして、空調機（20）を起動さ
せる際には比較的多くの動力が消費されるが、本発明によれば、その空調機（20）の起動
の回数を削減することができるため、空調システム（10）のランニングコストを削減する
ことができる。
【００２７】
　ところで、空調機（20）の運転中には、空調機（20）から室内へ空気が吹き出されるこ
とによって室内空間の空気が撹拌され、それによって室内の各位置における空気状態（即
ち、温度や湿度）が均一化される。このため、建物等に空調機（20）だけが設けられてい
る場合に、空調機（20）から室内へ吹き出される空気の流量を低下させると、空調機（20
）から吹き出される空気の流れによる室内空気の撹拌効果が低下し、室内の各位置におけ
る空気状態が不均一化するおそれがある。
【００２８】
　それに対し、本発明の空調システム（10）では、その運転中に外気処理機（50）が常に
運転を行う。このため、空調機（20）からの吹き出し風量が減少した状態でも、外気処理
機（50）から室内への吹き出し風量は減少しない。従って、本発明によれば、空調機（20
）からの吹き出し風量が減少した状態においても、外気処理機（50）から室内へ吹き出さ
れる空気の流れによって室内空気の撹拌効果を得ることができる。その結果、室内の各位
置における空気状態を、空調機（20）からの吹き出し風量を削減する前と同程度に均一化
することができる。
【００２９】
　また、上記第１の発明において、制御手段（90）は、空調機（20）の冷房運転中に室内
気温が容量削減用基準値に達すると、空調機（20）の圧縮機（41）の運転容量を低下させ
る。冷房運転中に空調機（20）の圧縮機（41）の運転容量が低下すると、空調機（20）の
冷房能力が減少し、室内気温の低下速度が緩やかとなる。その結果、空調機（20）の冷房
運転中に室内気温が目標温度範囲の下限値に達するまでの時間が、空調機（20）の圧縮機
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（41）の運転容量を低下させなかった場合に比べて長くなる。従って、この発明によれば
、制御手段（90）の温度調節動作によって空調機（20）の冷房運転が再開される頻度を更
に低減でき、空調システム（10）のランニングコストを一層削減することができる。
【００３０】
　上記第２の発明では、制御手段（90）が圧縮機制御動作を行うため、制御手段（90）の
風量削減動作によって空調機（20）の室内への吹き出し風量が削減された状態においても
、冷房運転中の冷媒回路（30）における冷媒の蒸発温度は概ね目標蒸発温度に保たれる。
従って、この発明によれば、制御手段（90）の風量削減動作中には、冷媒回路（30）にお
ける冷媒の蒸発温度を概ね目標蒸発温度に保持したまま、空調機（20）の室内への吹き出
し風量を削減することができる。その結果、制御手段（90）の風量削減動作によって空調
機（20）の冷房能力を一層確実に低下させることができ、空調機（20）の冷房運転中に室
内気温が目標温度範囲の下限値に達するまでの時間を充分に長くすることができる。
【００３１】
　また、上記第３の発明において、制御手段（90）は、空調機（20）の暖房運転中に室内
気温が容量削減用基準値に達すると、空調機（20）の圧縮機（41）の運転容量を低下させ
る。暖房運転中に空調機（20）の圧縮機（41）の運転容量が低下すると、空調機（20）の
暖房能力が減少し、室内気温の上昇速度が緩やかとなる。その結果、空調機（20）の暖房
運転中に室内気温が目標温度範囲の上限値に達するまでの時間が、空調機（20）の圧縮機
（41）の運転容量を低下させなかった場合に比べて長くなる。従って、この発明によれば
、制御手段（90）の温度調節動作によって空調機（20）の暖房運転が再開される頻度を更
に低減でき、空調システム（10）のランニングコストを一層削減することができる。
【００３２】
　上記第４の発明では、制御手段（90）が圧縮機制御動作を行うため、制御手段（90）の
風量削減動作によって空調機（20）の室内への吹き出し風量が削減された状態においても
、暖房運転中の冷媒回路（30）における冷媒の凝縮温度は概ね目標凝縮温度に保たれる。
従って、この発明によれば、制御手段（90）の風量削減動作中には、冷媒回路（30）にお
ける冷媒の凝縮温度を概ね目標凝縮温度に保持したまま、空調機（20）の室内への吹き出
し風量を削減することができる。その結果、制御手段（90）の風量削減動作によって空調
機（20）の暖房能力を一層確実に低下させることができ、空調機（20）の暖房運転中に室
内気温が目標温度範囲の上限値に達するまでの時間を充分に長くすることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３３】
　以下、本発明の実施形態を図面に基づいて詳細に説明する。
【００３４】
　《参考技術１》
　参考技術１について説明する。本参考技術の空調システム（10）は、空調機（20）と外
気処理機（50）とを備えている。また、この空調システム（10）では、空調機（20）に設
けられた空調側コントローラ（91）と、外気処理機（50）に設けられた調湿側コントロー
ラ（92a,92b）とが、制御手段である制御システム（90）を構成している。
【００３５】
　　　〈空調機の構成〉
　空調システム（10）を構成する空調機（20）は、一台の室外ユニット（21）と、四台の
室内ユニット（22a,22b,22c,22d）とを備えている。この空調機（20）では、室外ユニッ
ト（21）と各室内ユニット（22a～22d）を配管で接続することによって空調用冷媒回路（
30）が形成されている。なお、室外ユニット（21）及び室内ユニット（22a～22d）の台数
は、単なる例示である。
【００３６】
　室外ユニット（21）には、室外回路（40）と室外ファン（23）とが収容されている。室
外回路（40）には、空調用圧縮機（41）と、アキュームレータ（42）と、四方切換弁（43
）と、室外熱交換器（44）と、室外膨張弁（45）と、レシーバ（46）と、液側閉鎖弁（47
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）と、ガス側閉鎖弁（48）とが設けられている。
【００３７】
　室外回路（40）において、空調用圧縮機（41）は、その吐出側が四方切換弁（43）の第
１のポートに接続され、その吸入側がアキュームレータ（42）を介して四方切換弁（43）
の第２のポートに接続されている。四方切換弁（43）の第３のポートは、室外熱交換器（
44）のガス側端に接続されている。室外熱交換器（44）の液側端は、室外膨張弁（45）の
一端に接続されている。室外膨張弁（45）の他端は、レシーバ（46）を介して液側閉鎖弁
（47）に接続されている。四方切換弁（43）の第４のポートは、ガス側閉鎖弁（48）に接
続されている。
【００３８】
　室外回路（40）には、高圧センサ（26）と低圧センサ（27）とが設けられている。高圧
センサ（26）は、空調用圧縮機（41）の吐出側と四方切換弁（43）を繋ぐ配管に接続され
、空調用圧縮機（41）から吐出された高圧冷媒の圧力を計測する。低圧センサ（27）は、
アキュームレータ（42）と四方切換弁（43）を繋ぐ配管に接続され、空調用圧縮機（41）
へ吸入される低圧冷媒の圧力を計測する。
【００３９】
　空調用圧縮機（41）は、いわゆる全密閉型の圧縮機である。空調用圧縮機（41）の電動
機には、図外のインバータを介して電力が供給される。インバータから電動機へ供給され
る交流の周波数（即ち、空調用圧縮機（41）の運転周波数）を変化させると、電動機の回
転速度が変化し、その結果、空調用圧縮機（41）の運転容量が変化する。
【００４０】
　室外熱交換器（44）は、室外ファン（23）によって供給された室外空気を冷媒と熱交換
させるフィン・アンド・チューブ型の熱交換器である。四方切換弁（43）は、第１のポー
トが第３のポートに連通し且つ第２のポートが第４のポートに連通する第１状態（図１に
実線で示す状態）と、第１のポートが第４のポートに連通し且つ第２のポートが第３のポ
ートに連通する第２状態（図１に破線で示す状態）とに切り換わる。
【００４１】
　各室内ユニット（22a～22d）には、室内回路（35a,35b,35c,35d）が一つずつ収容され
ている。また、各室内ユニット（22a～22d）には、室内ファン（24a,24b,24c,24d）と、
室内温度センサ（25a,25b,25c,25d）とが一つずつ設けられている。
【００４２】
　各室内回路（35a～35d）には、室内熱交換器（36a,36b,36c,36d）と、室内膨張弁（37a
,37b,37c,37d）とが一つずつ設けられている。室内熱交換器（36a～36d）は、室内ファン
（24a～24d）によって供給された室内空気を冷媒と熱交換させるフィン・アンド・チュー
ブ型の熱交換器である。
【００４３】
　各室内回路（35a～35d）において、室内熱交換器（36a～36d）は、その一端が室内回路
（35a～35d）のガス側端に接続され、その他端が室内膨張弁（37a～37d）を介して室内回
路（35a～35d）の液側端に接続されている。各室内回路（35a～35d）は、それぞれの液側
端が液側連絡配管（31）を介して室外回路（40）の液側閉鎖弁（47）に接続され、それぞ
れのガス側端がガス側連絡配管（32）を介して室外回路（40）のガス側閉鎖弁（48）に接
続されている。
【００４４】
　図示しないが、各室内ユニット（22a～22d）には、空気の吸込口と吹出口が形成されて
いる。各室内ユニット（22a～22d）は、それぞれに形成された吸込口及び吹出口の全てが
同一の室内空間に連通するように設置されている。つまり、各室内ユニット（22a～22d）
は、同一の室内空間から室内空気を吸い込み、室内熱交換器（36a～36d）を通過した室内
空気を同一の室内空間へ吹き出す。
【００４５】
　　　〈外気処理機の構成〉
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　空調システム（10）を構成する外気処理機（50）は、一台の圧縮機ユニット（51）と、
二台の調湿ユニット（52a,52b）とを備えている。この外気処理機（50）では、圧縮機ユ
ニット（51）と各調湿ユニット（52a,52b）を配管で接続することによって調湿用冷媒回
路（60）が形成されている。なお、圧縮機ユニット（51）及び調湿ユニットの台数は、単
なる例示である。
【００４６】
　圧縮機ユニット（51）には、圧縮機側回路（70）が収容されている。圧縮機側回路（70
）には、調湿用圧縮機（71）と、アキュームレータ（72）と、高圧側閉鎖弁（73）と、低
圧側閉鎖弁（74）とが設けられている。圧縮機側回路（70）において、調湿用圧縮機（71
）は、その吐出側が高圧側閉鎖弁（73）に接続され、この吸入側がアキュームレータ（72
）を介して低圧側閉鎖弁（74）に接続されている。
【００４７】
　調湿用圧縮機（71）は、いわゆる全密閉型の圧縮機である。調湿用圧縮機（71）の電動
機には、図外のインバータを介して電力が供給される。インバータから電動機へ供給され
る交流の周波数（即ち、調湿用圧縮機（71）の運転周波数）を変化させると、電動機の回
転速度が変化し、その結果、調湿用圧縮機（71）の運転容量が変化する。
【００４８】
　図２にも示すように、各調湿ユニット（52a,52b）には、調湿用回路（80a,80b）が一つ
ずつ収容されている。各調湿用回路（80a,80b）には、四方切換弁（83a,83b）と、第１吸
着熱交換器（81a,81b）と、第２吸着熱交換器（82a,82b）と、調湿用膨張弁（84a,84b）
とが一つずつ設けられている。
【００４９】
　各調湿用回路（80a,80b）において、四方切換弁（83a,83b）は、その第１のポートが調
湿用回路（80a,80b）の高圧側端に接続され、その第２のポートが調湿用回路（80a,80b）
の低圧側端に接続されている。また、各調湿用回路（80a,80b）では、四方切換弁（83a,8
3b）の第３のポートから第４のポートに向かって順に、第１吸着熱交換器（81a,81b）と
、調湿用膨張弁（84a,84b）と、第２吸着熱交換器（82a,82b）とが配置されている。各調
湿用回路（80a,80b）は、それぞれの高圧側端が高圧側連絡配管（61）を介して圧縮機側
回路（70）の高圧側閉鎖弁（73）に接続され、それぞれの低圧側端が低圧側連絡配管（62
）を介して圧縮機側回路（70）の低圧側閉鎖弁（74）に接続されている。
【００５０】
　第１吸着熱交換器（81a,81b）と第２吸着熱交換器（82a,82b）は、何れもフィン・アン
ド・チューブ型の熱交換器の表面にゼオライト等の吸着剤を担持させたものである。これ
ら吸着熱交換器（81a,82a,81b,82b）では、その表面に担持された吸着剤が冷媒によって
加熱され又は冷却され、そこを通過する空気が吸着剤と接触する。各四方切換弁（83a,83
b）は、第１のポートが第３のポートに連通し且つ第２のポートが第４のポートに連通す
る第１状態（図２(Ａ)に示す状態）と、第１のポートが第４のポートに連通し且つ第２の
ポートが第３のポートに連通する第２状態（図２(Ｂ)に示す状態）とに切り換わる。
【００５１】
　各調湿ユニット（52a,52b）には、給気ファン（53a,53b）と排気ファン（54a,54b）と
が収容されている。また、各調湿ユニット（52a,52b）には、空気通路が形成されている
。各調湿ユニット（52a,52b）では、図外のダンパを開閉することによって、空気の流通
経路が切り換え可能となっている。そして、各調湿ユニット（52a,52b）は、室内空気と
室外空気を吸い込むと共に、吸着熱交換器（81a,82a,81b,82b）を通過した室内空気を室
外へ排出し、吸着熱交換器（81a,82a,81b,82b）を通過した室外空気を室内へ供給するよ
うに構成されている。
【００５２】
　具体的に、各調湿ユニット（52a,52b）では、吸着熱交換器（81a,82a,81b,82b）の上流
側における空気の流通経路が、室内空気が第１吸着熱交換器（81a,81b）へ送られて室外
空気が第２吸着熱交換器（82a,82b）へ送られる状態（図２(Ａ)に示す状態）と、室内空
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気が第２吸着熱交換器（82a,82b）へ送られて室外空気が第１吸着熱交換器（81a,81b）へ
送られる状態（図２(Ｂ)に示す状態）とに切り換え可能となっている。また、各調湿ユニ
ット（52a,52b）では、吸着熱交換器（81a,82a,81b,82b）の下流側における空気の流通経
路が、第１吸着熱交換器（81a,81b）を通過した空気が排気ファン（54a,54b）へ送られて
第２吸着熱交換器（82a,82b）を通過した空気が給気ファン（53a,53b）へ送られる状態（
図２(Ａ)に示す状態）と、第１吸着熱交換器（81a,81b）を通過した空気が給気ファン（5
3a,53b）へ送られて第２吸着熱交換器（82a,82b）を通過した空気が排気ファン（54a,54b
）へ送られる状態（図２(Ｂ)に示す状態）とに切り換え可能となっている。
【００５３】
　各調湿ユニット（52a,52b）には、室内温度センサ（55a,55b）と、室内湿度センサ（56
a,56b）と、室外温度センサ（57a,57b）と、室外湿度センサ（58a,58b）とが設けられて
いる。これらのセンサ（53a,54,…,53b,54b,…）は、空気の流通経路における吸着熱交換
器（81a,82a,81b,82b）の上流側に設置されている。室内温度センサ（55a,55b）は、調湿
ユニット（52a,52b）へ吸い込まれた室内空気の温度を計測する。室内湿度センサ（56a,5
6b）は、調湿ユニット（52a,52b）へ吸い込まれた室内空気の相対湿度を計測する。室外
温度センサ（57a,57b）は、調湿ユニット（52a,52b）へ吸い込まれた室外空気の温度を計
測する。室外湿度センサ（58a,58b）は、調湿ユニット（52a,52b）へ吸い込まれた室外空
気の相対湿度を計測する。
【００５４】
　図示しないが、各調湿ユニット（52a,52b）には、室内空気の吸込口及び吹出口と、室
外空気の吸込口及び吹出口とが形成されている。各調湿ユニット（52a,52b）は、それぞ
れに形成された室内空気の吸込口及び吹出口の全てが同一の室内空間に連通するように設
置されている。つまり、各調湿ユニット（52a,52b）は、同一の室内空間から室内空気を
吸い込んで室外へ排出し、取り込んだ室外空気を同一の室内空間へ供給する。
【００５５】
　また、各調湿ユニット（52a,52b）に形成された室内空気の吸込口及び吹出口が連通す
る室内空間は、空調機（20）の各室内ユニット（22a～22d）の吸込口及び吹出口が連通す
る室内空間と同一の空間である。つまり、本参考技術の空調システム（10）では、各調湿
ユニット（52a,52b）に形成された室内空気の吸込口及び吹出口と、各室内ユニット（22a
～22d）に形成された吸込口及び吹出口とは、何れも共通の室内空間に連通している。
【００５６】
　　　〈制御システムの構成〉
　上述したように、空調システム（10）の制御システム（90）は、空調側コントローラ（
91）と調湿側コントローラ（92a,92b）とによって構成されている。
【００５７】
　空調側コントローラ（91）は、空調機（20）の室外ユニット（21）に収容されている。
空調側コントローラ（91）には、低圧センサ（27）や高圧センサ（26）の計測値が入力さ
れる。また、空調側コントローラ（91）には、ユーザーによって設定された室内温度の目
標値（即ち、目標室内温度Ｔs）が、図外のリモコンを介して入力される。空調側コント
ローラ（91）は、空調機（20）の運転動作を制御するように構成される。
【００５８】
　具体的に、空調側コントローラ（91）は、空調機（20）の冷房運転中において、空調用
圧縮機（41）に接続されたインバータの出力周波数を、空調用冷媒回路（30）における冷
媒の蒸発温度が目標蒸発温度となるように調節する。つまり、空調側コントローラ（91）
は、空調用冷媒回路（30）における冷媒の蒸発温度が目標蒸発温度となるように、空調用
圧縮機（41）の運転容量を調節する。空調側コントローラ（91）は、この動作を圧縮機制
御動作として行う。
【００５９】
　また、空調側コントローラ（91）は、空調機（20）の暖房運転中において、空調用圧縮
機（41）に接続されたインバータの出力周波数を、空調用冷媒回路（30）における冷媒の
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凝縮温度が目標凝縮温度となるように調節する。つまり、空調側コントローラ（91）は、
空調用冷媒回路（30）における冷媒の凝縮温度が目標凝縮温度となるように、空調用圧縮
機（41）の運転容量を調節する。空調側コントローラ（91）は、この動作を圧縮機制御動
作として行う。
【００６０】
　空調側コントローラ（91）には、第１の調湿ユニット（52a）に設けられた室内温度セ
ンサ（55a）の計測値が入力される。また、空調側コントローラ（91）は、目標室内温度
Ｔsに基づいて目標温度範囲を設定する。そして、空調側コントローラ（91）は、入力さ
れた室内温度センサ（55a）の計測値が目標温度範囲内の値となるように、空調用圧縮機
（41）の停止と起動を交互に行う。
【００６１】
　具体的に、空調機（20）の冷房運転中において、空調側コントローラ（91）は、室内温
度センサ（55a）の計測値が目標温度範囲内の値となるように空調機（20）に冷房運転の
休止と再開を交互に実行させる動作を、温度調節動作として行う。また、空調機（20）の
暖房運転中において、空調側コントローラ（91）は、室内温度センサ（55a）の計測値が
目標温度範囲内の値となるように空調機（20）に暖房運転の休止と再開を交互に実行させ
る動作を、温度調節動作として行う。
【００６２】
　調湿側コントローラ（92a,92b）は、外気処理機（50）の調湿ユニット（52a,52b）に一
つずつ収容されている。各調湿側コントローラ（92a,92b）には、室内湿度の目標値（即
ち、目標室内湿度Ｈs）が、図外のリモコンを介して入力される。
【００６３】
　第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿側コントローラ（92a）には、第１の調湿
ユニット（52a）に設けられた室内温度センサ（55a）、室内湿度センサ（56a）、室外温
度センサ（57a）、及び室外湿度センサ（58a）の計測値が入力される。この調湿側コント
ローラ（92a）は、第１の調湿ユニット（52a）の運転動作を制御するように構成されてい
る。また、この調湿側コントローラ（92a）は、空調システム（10）の運転中には給気フ
ァン（53a）及び排気ファン（54a）を常に運転させ続ける動作を、運転継続動作として行
う。
【００６４】
　第２の調湿ユニット（52b）に設けられた調湿側コントローラ（92b）には、第２の調湿
ユニット（52b）に設けられた室内温度センサ（55b）、室内湿度センサ（56b）、室外温
度センサ（57b）、及び室外湿度センサ（58b）の計測値が入力される。この調湿側コント
ローラ（92b）は、第２の調湿ユニット（52b）の運転動作を制御するように構成されてい
る。また、この調湿側コントローラ（92b）は、空調システム（10）の運転中には給気フ
ァン（53b）及び排気ファン（54b）を常に運転させ続ける動作を、運転継続動作として行
う。
【００６５】
　第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿側コントローラ（92a）は、調湿用圧縮機
（71）の運転制御を行うように構成されている。外気処理機（50）の運転中において、調
湿側コントローラ（92a）は、調湿用圧縮機（71）に接続されたインバータの出力周波数
を、室内の潜熱負荷に応じて調節する。つまり、調湿側コントローラ（92a）は、室内の
潜熱負荷に応じて調湿用圧縮機（71）の運転容量を調節するように構成されている。
【００６６】
　また、第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿側コントローラ（92a）は、空調機
（20）の各室内ユニット（22a～22d）が室内へ吹き出す空気の流量を、室内温度センサ（
55a）の計測値に基づいて調節するように構成されている。具体的に、この調湿側コント
ローラ（92a）には、空調側コントローラ（91）と同様に、目標室内温度Ｔsが入力される
。この調湿側コントローラ（92a）では、目標室内温度Ｔsに基づいて風量削減用目標値が
設定される。そして、この調湿側コントローラ（92a）は、空調機（20）の冷房運転中ま



(12) JP 5369577 B2 2013.12.18

10

20

30

40

50

たは暖房運転中に室内温度センサ（55a）の計測値が風量削減用目標値に達すると各室内
ファン（24a～24d）の回転速度を強制的に引き下げる動作を、風量削減動作として行う。
【００６７】
　なお、本参考技術では、第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿側コントローラ
（92a）が調湿用圧縮機（71）の運転制御と風量削減動作とを行うように構成されている
が、これは単なる一例である。つまり、本参考技術のような複数台の調湿ユニット（52a,
52b）を備える外気処理機（50）では、各調湿ユニット（52a,52b）に設けられた調湿側コ
ントローラ（92a,92b）のうちの一つが、調湿用圧縮機（71）の運転制御と風量削減動作
とを行うように構成されていればよい。
【００６８】
　　－運転動作－
　空調システム（10）の運転動作について説明する。本参考技術の空調システム（10）に
おいて、空調機（20）では冷房運転と暖房運転が切り換え可能となり、外気処理機（50）
では除湿運転と加湿運転が切り換え可能となっている。この空調システム（10）では、空
調機（20）の冷房運転中に外気処理機（50）が除湿運転を行う場合もあれば加湿運転を行
う場合も有り得る。また、この空調システム（10）では、空調機（20）の暖房運転中に外
気処理機（50）が除湿運転を行う場合もあれば加湿運転を行う場合も有り得る。
【００６９】
　　　〈空調機の運転動作〉
　上述したように、空調機（20）では、冷房運転と暖房運転とが切り換え可能となってい
る。冷房運転中と暖房運転中の何れにおいても、空調機（20）の空調用冷媒回路（30）で
は、冷媒を循環させることによって蒸気圧縮冷凍サイクルが行われる。
【００７０】
　空調機（20）の冷房運転について説明する。冷房運転中の空調用冷媒回路（30）では、
四方切換弁（43）が第１状態（図１に実線で示す状態）に設定され、室外膨張弁（45）が
全開状態に設定され、各室内膨張弁（37a～37d）の開度が適宜調節される。また、冷房運
転中の空調用冷媒回路（30）では、室外熱交換器（44）が凝縮器として動作し、各室内熱
交換器（36a～36d）が蒸発器として動作する。
【００７１】
　冷房運転中の空調用冷媒回路（30）における冷媒の流れを具体的に説明する。空調用圧
縮機（41）から吐出された高圧冷媒は、四方切換弁（43）を通過後に室外熱交換器（44）
へ流入し、室外空気へ放熱して凝縮する。室外熱交換器（44）から流出した冷媒は、室外
膨張弁（45）とレシーバ（46）を通過後に液側連絡配管（31）へ流入し、各室内回路（35
a～35d）へ分配される。各室内回路（35a～35d）へ流入した冷媒は、室内膨張弁（37a～3
7d）を通過する際に減圧されて低圧冷媒となり、その後に室内熱交換器（36a～36d）へ流
入し、室内空気から吸熱して蒸発する。各室内回路（35a～35d）において室内熱交換器（
36a～36d）から流出した冷媒は、ガス側連絡配管（32）へ流入して合流した後に室外回路
（40）へ流入し、四方切換弁（43）を通過後に空調用圧縮機（41）へ吸入されて圧縮され
る。
【００７２】
　上述したように、冷房運転中には、各室内熱交換器（36a～36d）が蒸発器として動作す
る。各室内ユニット（22a～22d）は、吸い込んだ室内空気を室内熱交換器（36a～36d）に
おいて冷却した後に室内へ送り返す。
【００７３】
　空調機（20）の暖房運転について説明する。暖房運転中の空調用冷媒回路（30）では、
四方切換弁（43）が第２状態（図１に破線で示す状態）に設定され、室外膨張弁（45）及
び各室内膨張弁（37a～37d）の開度が適宜調節される。また、暖房運転中の空調用冷媒回
路（30）では、各室内熱交換器（36a～36d）が凝縮器として動作し、室外熱交換器（44）
が蒸発器として動作する。
【００７４】
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　暖房運転中の空調用冷媒回路（30）における冷媒の流れを具体的に説明する。空調用圧
縮機（41）から吐出された冷媒は、四方切換弁（43）を通過後にガス側連絡配管（32）へ
流入し、各室内回路（35a～35d）へ分配される。各室内回路（35a～35d）へ流入した冷媒
は、室内熱交換器（36a～36d）へ流入し、室内空気へ放熱して凝縮する。各室内回路（35
a～35d）において室内熱交換器（36a～36d）から流出した冷媒は、室内膨張弁（37a～37d
）を通過後に液側連絡配管（31）へ流入して合流してから室外回路（40）へ流入する。室
外回路（40）へ流入した冷媒は、レシーバ（46）を通過後に室外膨張弁（45）へ流入し、
室外膨張弁（45）を通過する際に減圧されて低圧冷媒となる。室外膨張弁（45）を通過し
た冷媒は、室外熱交換器（44）へ流入し、室外空気から吸熱して蒸発する。室外熱交換器
（44）から流出した冷媒は、四方切換弁（43）を通過後に空調用圧縮機（41）へ吸入され
て圧縮される。
【００７５】
　上述したように、暖房運転中には、各室内熱交換器（36a～36d）が凝縮器として動作す
る。各室内ユニット（22a～22d）は、吸い込んだ室内空気を室内熱交換器（36a～36d）に
おいて加熱した後に室内へ送り返す。
【００７６】
　　　〈外気処理機の運転動作〉
　上述したように、外気処理機（50）では、除湿運転と加湿運転とが切り換え可能となっ
ている。除湿運転中と加湿運転中の何れにおいても、外気処理機（50）の調湿用冷媒回路
（60）では、冷媒を循環させることによって蒸気圧縮冷凍サイクルが行われる。
【００７７】
　外気処理機（50）の除湿運転について、図２を参照しながら説明する。除湿運転中にお
いて、各調湿ユニット（52a,52b）は、第１動作と第２動作を交互に所定の時間毎（例え
ば３分間毎）に切り換えて行う。なお、各調湿ユニット（52a,52b）における第１動作と
第２動作の相互切り換えのタイミングは、互いに同期している必要はない。
【００７８】
　図２(Ａ)に示すように、第１動作中の調湿ユニット（52a,52b）では、四方切換弁（83a
,83b）が第１状態に設定され、調湿用膨張弁（84a,84b）の開度が適宜調節される。そし
て、第１動作中の調湿用回路（80a,80b）では、第１吸着熱交換器（81a,81b）が凝縮器と
して動作し、第２吸着熱交換器（82a,82b）が蒸発器として動作する。第１吸着熱交換器
（81a,81b）では、その表面に担持された吸着剤が冷媒によって加熱される。第２吸着熱
交換器（82a,82b）では、その表面に担持された吸着剤が冷媒によって冷却される。
【００７９】
　第１動作中の調湿用回路（80a,80b）における冷媒の流れを具体的に説明する。調湿用
回路（80a,80b）の高圧側端には、調湿用圧縮機（71）から吐出された高圧冷媒が高圧側
連絡配管（61）を通じて供給される。調湿用回路（80a,80b）へ流入した高圧冷媒は、四
方切換弁（83a,83b）を通過後に第１吸着熱交換器（81a,81b）へ流入して凝縮する。第１
吸着熱交換器（81a,81b）から流出した冷媒は、調湿用膨張弁（84a,84b）を通過する際に
減圧されて低圧冷媒となり、その後に第２吸着熱交換器（82a,82b）へ流入して蒸発する
。第２吸着熱交換器（82a,82b）から流出した冷媒は、四方切換弁（83a,83b）を通過後に
低圧側連絡配管（62）へ流入し、その後に調湿用圧縮機（71）へ吸入されて圧縮される。
【００８０】
　また、図２(Ａ)に示すように、第１動作中の調湿ユニット（52a,52b）では、室内空気
が第１吸着熱交換器（81a,81b）へ送られ、室外空気が第２吸着熱交換器（82a,82b）へ送
られる。第１吸着熱交換器（81a,81b）では、加熱された吸着剤から脱離した水分が室内
空気に付与される。第１吸着熱交換器（81a,81b）を通過する際に加湿された室内空気は
、排気ファン（54a,54b）に吸い込まれ、その後に室外へ排出される。一方、第２吸着熱
交換器（82a,82b）では、室外空気中の水分が吸着剤に吸着され、その際に生じた吸着熱
が冷媒に吸熱される。第２吸着熱交換器（82a,82b）を通過する際に除湿された室外空気
は、給気ファン（53a,53b）に吸い込まれ、その後に室内へ供給される。
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【００８１】
　図２(Ｂ)に示すように、第２動作中の調湿ユニット（52a,52b）では、四方切換弁（83a
,83b）が第２状態に設定され、調湿用膨張弁（84a,84b）の開度が適宜調節される。そし
て、第２動作中の調湿用回路（80a,80b）では、第２吸着熱交換器（82a,82b）が凝縮器と
して動作し、第１吸着熱交換器（81a,81b）が蒸発器として動作する。第２吸着熱交換器
（82a,82b）では、その表面に担持された吸着剤が冷媒によって加熱される。第１吸着熱
交換器（81a,81b）では、その表面に担持された吸着剤が冷媒によって冷却される。
【００８２】
　第２動作中の調湿用回路（80a,80b）における冷媒の流れを具体的に説明する。調湿用
回路（80a,80b）の高圧側端には、調湿用圧縮機（71）から吐出された高圧冷媒が高圧側
連絡配管（61）を通じて供給される。調湿用回路（80a,80b）へ流入した高圧冷媒は、四
方切換弁（83a,83b）を通過後に第２吸着熱交換器（82a,82b）へ流入して凝縮する。第２
吸着熱交換器（82a,82b）から流出した冷媒は、調湿用膨張弁（84a,84b）を通過する際に
減圧されて低圧冷媒となり、その後に第１吸着熱交換器（81a,81b）へ流入して蒸発する
。第１吸着熱交換器（81a,81b）から流出した冷媒は、四方切換弁（83a,83b）を通過後に
低圧側連絡配管（62）へ流入し、その後に調湿用圧縮機（71）へ吸入されて圧縮される。
【００８３】
　また、図２(Ｂ)に示すように、第２動作中の調湿ユニット（52a,52b）では、室内空気
が第２吸着熱交換器（82a,82b）へ送られ、室外空気が第１吸着熱交換器（81a,81b）へ送
られる。第２吸着熱交換器（82a,82b）では、加熱された吸着剤から脱離した水分が室内
空気に付与される。第２吸着熱交換器（82a,82b）を通過する際に加湿された室内空気は
、排気ファン（54a,54b）に吸い込まれ、その後に室外へ排出される。一方、第１吸着熱
交換器（81a,81b）では、室外空気中の水分が吸着剤に吸着され、その際に生じた吸着熱
が冷媒に吸熱される。第１吸着熱交換器（81a,81b）を通過する際に除湿された室外空気
は、給気ファン（53a,53b）に吸い込まれ、その後に室内へ供給される。
【００８４】
　外気処理機（50）の加湿運転について、図３を参照しながら説明する。加湿運転中にお
いて、各調湿ユニット（52a,52b）は、第１動作と第２動作を交互に所定の時間毎（例え
ば３分間毎）に切り換えて行う。なお、各調湿ユニット（52a,52b）における第１動作と
第２動作の相互切り換えのタイミングは、互いに同期している必要はない。
【００８５】
　図３(Ａ)に示すように、第１動作中の調湿ユニット（52a,52b）では、四方切換弁（83a
,83b）が第１状態に設定され、調湿用膨張弁（84a,84b）の開度が適宜調節される。そし
て、第１動作中の調湿用回路（80a,80b）では、第１吸着熱交換器（81a,81b）が凝縮器と
して動作し、第２吸着熱交換器（82a,82b）が蒸発器として動作する。第１吸着熱交換器
（81a,81b）では、その表面に担持された吸着剤が冷媒によって加熱される。第２吸着熱
交換器（82a,82b）では、その表面に担持された吸着剤が冷媒によって冷却される。第１
動作中の調湿用回路（80a,80b）における冷媒の流れは、除湿運転の第１動作中の調湿用
回路（80a,80b）における冷媒の流れと同じである。
【００８６】
　また、図３(Ａ)に示すように、第１動作中の調湿ユニット（52a,52b）では、室外空気
が第１吸着熱交換器（81a,81b）へ送られ、室内空気が第２吸着熱交換器（82a,82b）へ送
られる。第１吸着熱交換器（81a,81b）では、加熱された吸着剤から脱離した水分が室外
空気に付与される。第１吸着熱交換器（81a,81b）を通過する際に加湿された室外空気は
、給気ファン（53a,53b）に吸い込まれ、その後に室内へ供給される。一方、第２吸着熱
交換器（82a,82b）では、室内空気中の水分が吸着剤に吸着され、その際に生じた吸着熱
が冷媒に吸熱される。第２吸着熱交換器（82a,82b）を通過する際に除湿された室内空気
は、排気ファン（54a,54b）に吸い込まれ、その後に室外へ排出される。
【００８７】
　図３(Ｂ)に示すように、第２動作中の調湿ユニット（52a,52b）では、四方切換弁（83a
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,83b）が第２状態に設定され、調湿用膨張弁（84a,84b）の開度が適宜調節される。そし
て、第２動作中の調湿用回路（80a,80b）では、第２吸着熱交換器（82a,82b）が凝縮器と
して動作し、第１吸着熱交換器（81a,81b）が蒸発器として動作する。第２吸着熱交換器
（82a,82b）では、その表面に担持された吸着剤が冷媒によって加熱される。第１吸着熱
交換器（81a,81b）では、その表面に担持された吸着剤が冷媒によって冷却される。第２
動作中の調湿用回路（80a,80b）における冷媒の流れは、除湿運転の第２動作中の調湿用
回路（80a,80b）における冷媒の流れと同じである。
【００８８】
　また、図３(Ｂ)に示すように、第２動作中の調湿ユニット（52a,52b）では、室外空気
が第２吸着熱交換器（82a,82b）へ送られ、室内空気が第１吸着熱交換器（81a,81b）へ送
られる。第２吸着熱交換器（82a,82b）では、加熱された吸着剤から脱離した水分が室外
空気に付与される。第２吸着熱交換器（82a,82b）を通過する際に加湿された室外空気は
、給気ファン（53a,53b）に吸い込まれ、その後に室内へ供給される。一方、第１吸着熱
交換器（81a,81b）では、室内空気中の水分が吸着剤に吸着され、その際に生じた吸着熱
が冷媒に吸熱される。第１吸着熱交換器（81a,81b）を通過する際に除湿された室内空気
は、排気ファン（54a,54b）に吸い込まれ、その後に室外へ排出される。
【００８９】
　　　〈制御システムの動作、冷房運転〉
　空調機（20）が冷房運転を行っている場合における制御システム（90）の動作について
、図４のフロー図を参照しながら説明する。制御システム（90）は、空調機（20）が冷房
運転を行っている状態であれば、外気処理機（50）が除湿運転と加湿運転のどちらを行っ
ている状態においても、図４のフロー図に示す動作を行う。
【００９０】
　図外のリモコンに設けられた電源ボタンをユーザーが操作すると、ステップST１０にお
いて、空調システム（10）の電源が投入される。また、ステップST１０では、室内空気の
温度の目標値（目標室内温度Ｔs）が空調側コントローラ（91）と各調湿側コントローラ
（92a,92b）に対してリモコンから入力され、室内空気の相対湿度の目標値（目標室内湿
度Ｈs）が各調湿側コントローラ（92a,92b）に対してリモコンから入力される。そして、
次のステップST１１では、空調側コントローラ（91）が空調用圧縮機（41）を起動させ、
空調機（20）が冷房運転を開始する。また、このステップST１１では、第１の調湿ユニッ
ト（52a）の調湿側コントローラ（92a）が調湿用圧縮機（71）を起動させ、外気処理機（
50）が除湿運転または加湿運転を開始する。
【００９１】
　次のステップST１２では、空調側コントローラ（91）が空調用圧縮機（41）に対する圧
縮機制御動作を開始する。圧縮機制御動作において、空調側コントローラ（91）は、室内
の顕熱負荷に応じて各室内熱交換器（36a～36d）における冷媒の蒸発温度の目標値（目標
蒸発温度Ｔes）を設定する。また、空調側コントローラ（91）は、低圧センサ（27）の計
測値に基づいて、各室内熱交換器（36a～36d）における冷媒の蒸発温度を算出する。
【００９２】
　圧縮機制御動作において、空調側コントローラ（91）は、冷媒蒸発温度の算出値が目標
蒸発温度Ｔesとなるように、空調用圧縮機（41）の運転容量を調節する。具体的に、冷媒
蒸発温度の算出値が目標蒸発温度Ｔesを上回っている場合、空調側コントローラ（91）は
、各室内熱交換器（36a～36d）における冷媒の蒸発温度を低下させるために、空調用圧縮
機（41）へ入力される交流の周波数を上昇させて空調用圧縮機（41）の運転容量を増加さ
せる。逆に、冷媒蒸発温度の算出値が目標蒸発温度Ｔesを下回っている場合、空調側コン
トローラ（91）は、各室内熱交換器（36a～36d）における冷媒の蒸発温度を上昇させるた
めに、空調用圧縮機（41）へ入力される交流の周波数を低下させて空調用圧縮機（41）の
運転容量を減少させる。
【００９３】
　次のステップST１３では、第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿側コントロー
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ラ（92a）が、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔr（即ち、室内気温の実測値）を読み込
む。次のステップST１４において、調湿側コントローラ（92a）は、ステップST１３にお
いて読み込んだ室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrと目標室内温度Ｔsの差（Ｔr－Ｔs）
を算出する。また、調湿側コントローラ（92a）には、所定の定数αが予め記録されてい
る。そして、調湿側コントローラ（92a）は、算出した値（Ｔr－Ｔs）を「α」と比較す
る。調湿側コントローラ（92a）は、（Ｔr－Ｔs）の値が「α」よりも大きい場合（Ｔr－
Ｔs＞α）にはステップST１３へ戻り、（Ｔr－Ｔs）の値が「α」以下の場合（Ｔr－Ｔs
≦α）にはステップST１５へ移って各室内ファン（24a～24d）の回転速度を強制的に引き
下げる。
【００９４】
　なお、定数αの値は、０（ゼロ）よりも大きく且つ後述する定数βよりも小さい値（０
＜α＜β）に設定される。本参考技術において、定数αの値は、例えば「０.８」に設定
される。
【００９５】
　第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿側コントローラ（92a）は、ステップST１
３からステップST１５までの動作を、風量削減動作として行う。具体的に、調湿側コント
ローラ（92a）では、風量削減用基準値が（Ｔs＋α）に設定されている。そして、調湿側
コントローラ（92a）は、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが風量削減用基準値（Ｔs＋
α）を上回っている間は各室内ファン（24a～24d）の回転速度を通常の設定値に保つ一方
、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが風量削減用基準値（Ｔs＋α）以下になると各室
内ファン（24a～24d）の回転速度を強制的に引き下げる。
【００９６】
　ステップST１５に続くステップST１６では、空調側コントローラ（91）が室内温度セン
サ（55a）の計測値Ｔrを読み込む。次のステップST１７において、空調側コントローラ（
91）は、ステップST１６において読み込んだ室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrと目標室
内温度Ｔsの差（Ｔr－Ｔs）を算出する。また、空調側コントローラ（91）には、所定の
定数βが予め記録されている。そして、空調側コントローラ（91）は、算出した値（Ｔr
－Ｔs）を「－β」と比較する。空調側コントローラ（91）は、（Ｔr－Ｔs）の値が「－
β」よりも大きい場合（Ｔr－Ｔs＞－β）にはステップST１６へ戻り、（Ｔr－Ｔs）の値
が「－β」以下の場合（Ｔr－Ｔs≦－β）にはステップST１８へ移って空調用圧縮機（41
）を停止させる。
【００９７】
　本参考技術において、定数βの値は、例えば「１.０」に設定される。
【００９８】
　ステップST１８に続くステップST１９では、空調側コントローラ（91）が室内温度セン
サ（55a）の計測値Ｔrを読み込む。次のステップST２０において、空調側コントローラ（
91）は、ステップST１９において読み込んだ室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrと目標室
内温度Ｔsの差（Ｔr－Ｔs）を算出し、算出した値（Ｔr－Ｔs）を「β」と比較する。空
調側コントローラ（91）は、（Ｔr－Ｔs）の値が「β」よりも小さい場合（Ｔr－Ｔs＜β
）にはステップST１９へ戻り、（Ｔr－Ｔs）の値が「β」以上の場合（Ｔr－Ｔs≧β）に
はステップST２１へ移って空調用圧縮機（41）を起動させる。
【００９９】
　空調側コントローラ（91）は、ステップST１６からステップST２１までの動作を、温度
調節動作として行う。具体的に、空調側コントローラ（91）では、目標温度範囲の下限値
が（Ｔs－β）に設定され、目標温度範囲の上限値が（Ｔs＋β）に設定されている。そし
て、空調側コントローラ（91）は、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが（Ｔs－β）以
上（Ｔs＋β）以下の範囲内に保たれるように、空調用圧縮機（41）の停止と起動を交互
に行う。
【０１００】
　つまり、空調用圧縮機（41）の運転中において、空調側コントローラ（91）は、室内温
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度センサ（55a）の計測値Ｔrが目標温度範囲の下限値（Ｔs－β）に達するまでは空調用
圧縮機（41）の運転を継続させ、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが下限値（Ｔs－β
）に達すると空調用圧縮機（41）を停止させる。また、空調用圧縮機（41）を停止させた
後において、空調側コントローラ（91）は、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが目標温
度範囲の上限値（Ｔs＋β）に達するまでは空調用圧縮機（41）を停止状態に保持し、室
内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが上限値（Ｔs＋β）に達すると空調用圧縮機（41）の
運転を再開させる。
【０１０１】
　　　〈制御システムの動作、暖房運転〉
　空調機（20）が暖房運転を行っている場合における制御システム（90）の動作について
、図５のフロー図を参照しながら説明する。制御システム（90）は、空調機（20）が暖房
運転を行っている状態であれば、外気処理機（50）が除湿運転と加湿運転のどちらを行っ
ている状態においても、図５のフロー図に示す動作を行う。
【０１０２】
　図外のリモコンに設けられた電源ボタンをユーザーが操作すると、ステップST３０にお
いて、空調システム（10）の電源が投入される。また、ステップST３０では、室内空気の
温度の目標値（目標室内温度Ｔs）が空調側コントローラ（91）と各調湿側コントローラ
（92a,92b）に対してリモコンから入力され、室内空気の相対湿度の目標値（目標室内湿
度Ｈs）が各調湿側コントローラ（92a,92b）に対してリモコンから入力される。そして、
次のステップST３１では、空調側コントローラ（91）が空調用圧縮機（41）を起動させ、
空調機（20）が暖房運転を開始する。また、このステップST３１では、第１の調湿ユニッ
ト（52a）の調湿側コントローラ（92a）が調湿用圧縮機（71）を起動させ、外気処理機（
50）が除湿運転または加湿運転を開始する。
【０１０３】
　次のステップST３２では、空調側コントローラ（91）が空調用圧縮機（41）に対する圧
縮機制御動作を開始する。圧縮機制御動作において、空調側コントローラ（91）は、室内
の顕熱負荷に応じて各室内熱交換器（36a～36d）における冷媒の凝縮温度の目標値（目標
凝縮温度Ｔcs）を設定する。また、空調側コントローラ（91）は、高圧センサ（26）の計
測値に基づいて、各室内熱交換器（36a～36d）における冷媒の凝縮温度を算出する。
【０１０４】
　圧縮機制御動作において、空調側コントローラ（91）は、冷媒凝縮温度の算出値が目標
凝縮温度Ｔcsとなるように、空調用圧縮機（41）の運転容量を調節する。具体的に、冷媒
凝縮温度の算出値が目標凝縮温度Ｔcsを下回っている場合、空調側コントローラ（91）は
、各室内熱交換器（36a～36d）における冷媒の凝縮温度を上昇させるために、空調用圧縮
機（41）へ入力される交流の周波数を上昇させて空調用圧縮機（41）の運転容量を増加さ
せる。逆に、冷媒凝縮温度の算出値が目標凝縮温度Ｔcsを上回っている場合、空調側コン
トローラ（91）は、各室内熱交換器（36a～36d）における冷媒の凝縮温度を低下させるた
めに、空調用圧縮機（41）へ入力される交流の周波数を低下させて空調用圧縮機（41）の
運転容量を減少させる。
【０１０５】
　次のステップST３３では、第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿側コントロー
ラ（92a）が、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔr（即ち、室内気温の実測値）を読み込
む。次のステップST３４において、調湿側コントローラ（92a）は、ステップST３３にお
いて読み込んだ室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrと目標室内温度Ｔsの差（Ｔr－Ｔs）
を算出し、算出した値（Ｔr－Ｔs）を「－α」と比較する。調湿側コントローラ（92a）
は、（Ｔr－Ｔs）の値が「－α」未満の場合（Ｔr－Ｔs＜－α）にはステップST３３へ戻
り、（Ｔr－Ｔs）の値が「－α」以上の場合（Ｔr－Ｔs≧α）にはステップST３５へ移っ
て各室内ファン（24a～24d）の回転速度を強制的に引き下げる。
【０１０６】
　第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿側コントローラ（92a）は、ステップST３
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３からステップST３５までの動作を、風量削減動作として行う。具体的に、調湿側コント
ローラ（92a）では、風量削減用基準値が（Ｔs－α）に設定されている。そして、調湿側
コントローラ（92a）は、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが風量削減用基準値（Ｔs－
α）を下回っている間は各室内ファン（24a～24d）の回転速度を通常の設定値に保つ一方
、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが風量削減用基準値（Ｔs－α）以上になると各室
内ファン（24a～24d）の回転速度を強制的に引き下げる。
【０１０７】
　ステップST３５に続くステップST３６では、空調側コントローラ（91）が室内温度セン
サ（55a）の計測値Ｔrを読み込む。次のステップST３７において、空調側コントローラ（
91）は、ステップST３６において読み込んだ室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrと目標室
内温度Ｔsの差（Ｔr－Ｔs）を算出し、算出した値（Ｔr－Ｔs）を「β」と比較する。空
調側コントローラ（91）は、（Ｔr－Ｔs）の値が「β」未満の場合（Ｔr－Ｔs＜β）には
ステップST３６へ戻り、（Ｔr－Ｔs）の値が「β」以上の場合（Ｔr－Ｔs≧β）にはステ
ップST３８へ移って空調用圧縮機（41）を停止させる。
【０１０８】
　ステップST３８に続くステップST３９では、空調側コントローラ（91）が室内温度セン
サ（55a）の計測値Ｔrを読み込む。次のステップST４０において、空調側コントローラ（
91）は、ステップST３９において読み込んだ室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrと目標室
内温度Ｔsの差（Ｔr－Ｔs）を算出し、算出した値（Ｔr－Ｔs）を「－β」と比較する。
空調側コントローラ（91）は、（Ｔr－Ｔs）の値が「－β」よりも大きい場合（Ｔr－Ｔs
＞－β）にはステップST３９へ戻り、（Ｔr－Ｔs）の値が「－β」以下の場合（Ｔr－Ｔs
≦－β）にはステップST４１へ移って空調用圧縮機（41）を起動させる。
【０１０９】
　空調側コントローラ（91）は、ステップST３６からステップST４１までの動作を、温度
調節動作として行う。具体的に、空調側コントローラ（91）では、目標温度範囲の下限値
が（Ｔs－β）に設定され、目標温度範囲の上限値が（Ｔs＋β）に設定されている。そし
て、空調側コントローラ（91）は、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが（Ｔs－β）以
上（Ｔs＋β）以下の範囲内に保たれるように、空調用圧縮機（41）の停止と起動を交互
に行う。
【０１１０】
　つまり、空調用圧縮機（41）の運転中において、空調側コントローラ（91）は、室内温
度センサ（55a）の計測値Ｔrが目標温度範囲の上限値（Ｔs＋β）に達するまでは空調用
圧縮機（41）の運転を継続させ、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが上限値（Ｔs＋β
）に達すると空調用圧縮機（41）を停止させる。また、空調用圧縮機（41）を停止させた
後において、空調側コントローラ（91）は、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが目標温
度範囲の下限値（Ｔs－β）に達するまでは空調用圧縮機（41）を停止状態に保持し、室
内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが下限値（Ｔs－β）に達すると空調用圧縮機（41）の
運転を再開させる。
【０１１１】
　　－参考技術１の効果－
　本参考技術の空調システム（10）において、制御システム（90）は、空調機（20）の冷
房運転中に室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが風量削減用基準値（Ｔs＋α）に達する
と、各室内ファン（24a～24d）の回転速度を引き下げる。各室内ファン（24a～24d）の回
転速度が低下すると、各室内熱交換器（36a～36d）を通過する空気の流量が減少し、各室
内ユニット（22a～22d）において得られる冷房能力が減少するため、室内気温の低下速度
が緩やかとなる。従って、本参考技術によれば、空調機（20）の冷房運転中に室内気温の
実測値が目標温度範囲の下限値に達するまでの時間を、各室内ファン（24a～24d）の回転
速度を低下させなかった場合に比べて長くすることができる。
【０１１２】
　この点について、図６を参照しながら具体的に説明する。空調用圧縮機（41）の運転中
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には室内気温が低下し続け、時刻ｔ1において室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが風量
削減用基準値（Ｔs＋α）に達すると、調湿側コントローラ（92a）が各室内ファン（24a
～24d）の回転速度を強制的に引き下げる。各室内ファン（24a～24d）の回転速度が低下
すると、各室内ユニット（22a～22d）から室内へ吹き出される空気の流量が減少する。こ
のため、時刻ｔ1以降は、時刻ｔ1以前に比べて室内気温の低下速度が緩やかとなる。仮に
時刻ｔ1において各室内ファン（24a～24d）の回転速度が引き下げられなかったとすると
、室内気温は時刻ｔ1以前と同じ割合で低下して時刻ｔ2'において目標温度範囲の下限値
（Ｔs－β）に達すると推測される。それに対し、時刻ｔ1において各室内ファン（24a～2
4d）の回転速度が引き下げられると、時刻ｔ2'よりも後の時刻ｔ2になって初めて室内気
温が目標温度範囲の下限値（Ｔs－β）に達する。
【０１１３】
　また、本参考技術の空調システム（10）において、制御システム（90）は、空調機（20
）の暖房運転中に室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが風量削減用基準値（Ｔs－α）に
達すると、各室内ファン（24a～24d）の回転速度を引き下げる。各室内ファン（24a～24d
）の回転速度が低下すると、各室内熱交換器（36a～36d）を通過する空気の流量が減少し
、各室内ユニット（22a～22d）において得られる暖房能力が減少するため、室内気温の上
昇速度が緩やかとなる。従って、この発明によれば、空調機（20）の暖房運転中に室内気
温の実測値が目標温度範囲の上限値に達するまでの時間を、各室内ファン（24a～24d）の
回転速度を低下させなかった場合に比べて長くすることができる。
【０１１４】
　この点について、図７を参照しながら具体的に説明する。空調用圧縮機（41）の運転中
には室内気温が上昇し続け、時刻ｔ1において室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが風量
削減用基準値（Ｔs－α）に達すると、調湿側コントローラ（92a）が各室内ファン（24a
～24d）の回転速度を強制的に引き下げる。各室内ファン（24a～24d）の回転速度が低下
すると、各室内ユニット（22a～22d）から室内へ吹き出される空気の流量が減少する。こ
のため、時刻ｔ1以降は、時刻ｔ1以前に比べて室内気温の上昇速度が緩やかとなる。仮に
時刻ｔ1において各室内ファン（24a～24d）の回転速度が引き下げられなかったとすると
、室内気温は時刻ｔ1以前と同じ割合で上昇して時刻ｔ2'において目標温度範囲の上限値
（Ｔs＋β）に達すると推測される。それに対し、時刻ｔ1において各室内ファン（24a～2
4d）の回転速度が引き下げられると、時刻ｔ2'よりも後の時刻ｔ2になって初めて室内気
温が目標温度範囲の上限値（Ｔs＋β）に達する。
【０１１５】
　このように、本参考技術によれば、空調機（20）の冷房運転中または暖房運転中におい
て、室内気温の実測値が風量削減用基準値に達した時点（図６,７における時刻ｔ1）から
、制御システム（90）の温度調節動作によって空調機（20）の冷房運転または暖房運転が
休止させられる時点（図６,７における時刻ｔ2）までの時間を延長することができる。そ
の結果、制御システム（90）の温度調節動作によって空調用圧縮機（41）が起動される頻
度を低減することができる。そして、空調用圧縮機（41）を起動させる際には比較的多く
の電力が消費されるが、本参考技術によれば、その空調用圧縮機（41）の起動の回数を削
減することができるため、空調システム（10）のランニングコストを削減することができ
る。
【０１１６】
　ところで、空調機（20）の運転中には、各室内ユニット（22a～22d）から室内へ空気が
吹き出されることによって室内空間の空気が撹拌され、それによって室内の各位置におけ
る空気状態（即ち、温度や湿度）が均一化される。このため、建物等に空調機（20）だけ
が設けられている場合に、各室内ユニット（22a～22d）から室内へ吹き出される空気の流
量を低下させると、各室内ユニット（22a～22d）から吹き出される空気の流れによる室内
空気の撹拌効果が低下し、室内の各位置における空気状態が不均一化するおそれがある。
【０１１７】
　それに対し、本参考技術の空調システム（10）では、その運転中に外気処理機（50）が
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常に運転を行う。このため、各室内ユニット（22a～22d）からの吹き出し風量が減少した
状態でも、外気処理機（50）から室内への吹き出し風量は減少しない。従って、本参考技
術によれば、空調機（20）の各室内ユニット（22a～22d）からの吹き出し風量が減少した
状態においても、外気処理機（50）から室内へ吹き出される空気の流れによって室内空気
の撹拌効果を得ることができる。その結果、室内の各位置における空気状態を、各室内ユ
ニット（22a～22d）からの吹き出し風量を削減する前と同程度に均一化することができる
。
【０１１８】
　本参考技術の空調システム（10）では、制御システム（90）が圧縮機制御動作を行うた
め、制御システム（90）の風量削減動作によって各室内ユニット（22a～22d）の室内への
吹き出し風量が削減された状態においても、冷房運転中の空調用冷媒回路（30）における
冷媒の蒸発温度は概ね目標蒸発温度に保たれる。従って、本参考技術によれば、制御シス
テム（90）の風量削減動作中には、空調用冷媒回路（30）における冷媒の蒸発温度を概ね
目標蒸発温度に保持したまま、各室内熱交換器（36a～36d）を通過する空気の流量を削減
することができる。その結果、各室内ユニット（22a～22d）において得られる冷房能力を
制御システム（90）の風量削減動作によって一層確実に低下させることができ、空調機（
20）の冷房運転中に室内気温の実測値が目標温度範囲の下限値に達するまでの時間を充分
に長くすることができる。
【０１１９】
　また、本参考技術の空調システム（10）では、制御システム（90）が圧縮機制御動作を
行うため、制御システム（90）の風量削減動作によって各室内ユニット（22a～22d）の室
内への吹き出し風量が削減された状態においても、暖房運転中の空調用冷媒回路（30）に
おける冷媒の凝縮温度は概ね目標凝縮温度に保たれる。従って、本参考技術によれば、制
御システム（90）の風量削減動作中には、空調用冷媒回路（30）における冷媒の凝縮温度
を概ね目標凝縮温度に保持したまま、各室内熱交換器（36a～36d）を通過する空気の流量
を削減することができる。その結果、各室内ユニット（22a～22d）において得られる暖房
能力を制御システム（90）の風量削減動作によって一層確実に低下させることができ、空
調機（20）の暖房運転中に室内気温の実測値が目標温度範囲の上限値に達するまでの時間
を充分に長くすることができる。
【０１２０】
　本参考技術の制御システム（90）では、空調側コントローラ（91）の温度調節動作と、
調湿側コントローラ（92a）の風量削減動作の何れにおいても、調湿ユニット（52a）に設
けられた室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが用いられる。上述したように、空調システ
ム（10）の運転中には、外気処理機（50）が常に運転される。つまり、空調システム（10
）の運転中において、各調湿ユニット（52a,52b）では常に給気ファン（53a,53b）及び排
気ファン（54a,54b）が運転された状態となり、各調湿ユニット（52a,52b）へ常に室内空
気が取り込まれる。このため、空調システム（10）の運転中において、調湿ユニット（52
a）に設けられた室内温度センサ（55a）の計測値は、常に実際の室内気温と実質的に等し
い値となる。従って、本参考技術の制御システム（90）では、実際の室内気温と実質的に
等しい値となる室内温度センサ（55a）の計測値を用いて温度調節動作や風量削減動作を
行うことができ、空調機（20）や外気処理機（50）に対する制御動作を的確に行うことが
できる。
【０１２１】
　《参考技術２》
　参考技術２について説明する。本参考技術は、上記参考技術１の空調システム（10）に
おいて、制御システム（90）が行う動作を変更したものである。ここでは、本参考技術の
制御システム（90）について、上記参考技術１と異なる点を説明する。
【０１２２】
　本参考技術の制御システム（90）では、第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿
側コントローラ（92a）が容量削減動作を行うように構成される。なお、この制御システ
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ム（90）では、第２の調湿ユニット（52b）に設けられた調湿側コントローラ（92b）が容
量削減動作を行うように構成されていてもよい。つまり、本参考技術の制御システム（90
）では、各調湿ユニット（52a,52b）に設けられた調湿側コントローラ（92a,92b）のうち
の一つが、容量削減動作を行うように構成されていればよい。
【０１２３】
　第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿側コントローラ（92a）は、空調用圧縮機
（41）の運転容量を、室内温度センサ（55a）の計測値に基づいて調節するように構成さ
れている。具体的に、この調湿側コントローラ（92a）には、空調側コントローラ（91）
と同様に、目標室内温度Ｔsが入力される。この調湿側コントローラ（92a）では、目標室
内温度Ｔsに基づいて容量削減用目標値が設定される。そして、この調湿側コントローラ
（92a）は、空調機（20）の冷房運転中または暖房運転中に室内温度センサ（55a）の計測
値が容量削減用目標値に達すると空調用圧縮機（41）へ供給される交流の周波数（即ち、
空調用圧縮機（41）の運転周波数）を強制的に引き下げる動作を、容量削減動作として行
う。
【０１２４】
　本参考技術の制御システム（90）において、第１の調湿ユニット（52a）に設けられた
調湿側コントローラ（92a）では、空調機（20）の冷房運転中における容量削減用基準値
が（Ｔs＋α）に設定されている。つまり、この調湿側コントローラ（92a）では、空調機
（20）の冷房運転中における容量削減用基準値と風量削減用基準値とが同じ値に設定され
ている。
【０１２５】
　　－運転動作－
　本参考技術の制御システム（90）が行う動作について説明する。
【０１２６】
　　　〈制御システムの動作、冷房運転〉
　空調機（20）の冷房運転中における制御システム（90）の動作について、図８のフロー
図を参照しながら説明する。図８に示す本参考技術の制御システム（90）の動作では、ス
テップST１５における動作だけが、図４に示す上記参考技術１の制御システム（90）の動
作と相違している。
【０１２７】
　本参考技術の制御システム（90）の動作について、上記参考技術１と異なる点を説明す
る。ステップST１４において、調湿側コントローラ（92a）は、ステップST１３において
読み込んだ室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrと目標室内温度Ｔsの差（Ｔr－Ｔs）を算
出し、算出した値（Ｔr－Ｔs）を「α」と比較する。調湿側コントローラ（92a）は、（
Ｔr－Ｔs）の値が「α」よりも大きい場合（Ｔr－Ｔs＞α）にはステップST１３へ戻り、
（Ｔr－Ｔs）の値が「α」以下の場合（Ｔr－Ｔs≦α）にはステップST１５へ移って各室
内ファン（24a～24d）の回転速度と空調用圧縮機（41）の運転周波数とを強制的に引き下
げる。
【０１２８】
　第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿側コントローラ（92a）は、ステップST１
３からステップST１５までの動作を、風量削減動作および容量削減動作として行う。具体
的に、調湿側コントローラ（92a）では、風量削減用基準値と容量削減用基準値の両方が
（Ｔs＋α）に設定されている。そして、調湿側コントローラ（92a）は、室内温度センサ
（55a）の計測値Ｔrが風量削減用基準値および容量削減用基準値（Ｔs＋α）を上回って
いる間は、各室内ファン（24a～24d）の回転速度を通常の設定値に保つと共に、空調用圧
縮機（41）の運転周波数を空調側コントローラ（91）が圧縮機制御動作によって設定した
値に保つ。一方、調湿側コントローラ（92a）は、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが
風量削減用基準値および容量削減用基準値（Ｔs＋α）以下になると、各室内ファン（24a
～24d）の回転速度を強制的に引き下げると共に、空調用圧縮機（41）の運転周波数を空
調側コントローラ（91）が圧縮機制御動作によって設定した値よりも低い値に低下させる
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。つまり、冷房運転中の容量削減動作において、調湿側コントローラ（92a）は、空調用
圧縮機（41）の運転周波数を、“各室内熱交換器（36a～36d）における冷媒の蒸発温度が
目標蒸発温度となるように空調側コントローラ（91）が設定した運転周波数”よりも低い
値に強制的に引き下げる。
【０１２９】
　　　〈制御システムの動作、暖房運転〉
　空調機（20）の暖房運転中における制御システム（90）の動作について、図９のフロー
図を参照しながら説明する。図９に示す本参考技術の制御システム（90）の動作では、ス
テップST３５における動作だけが、図５に示す上記参考技術１の制御システム（90）の動
作と相違している。
【０１３０】
　本参考技術の制御システム（90）の動作について、上記参考技術１と異なる点を説明す
る。ステップST３４において、調湿側コントローラ（92a）は、ステップST３３において
読み込んだ室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrと目標室内温度Ｔsの差（Ｔr－Ｔs）を算
出し、算出した値（Ｔr－Ｔs）を「－α」と比較する。調湿側コントローラ（92a）は、
（Ｔr－Ｔs）の値が「－α」未満の場合（Ｔr－Ｔs＜－α）にはステップST３３へ戻り、
（Ｔr－Ｔs）の値が「－α」以上の場合（Ｔr－Ｔs≧α）にはステップST３５へ移って各
室内ファン（24a～24d）の回転速度と空調用圧縮機（41）の運転周波数とを強制的に引き
下げる。
【０１３１】
　第１の調湿ユニット（52a）に設けられた調湿側コントローラ（92a）は、ステップST３
３からステップST３５までの動作を、風量削減動作および容量削減動作として行う。具体
的に、調湿側コントローラ（92a）では、風量削減用基準値と容量削減用基準値の両方が
（Ｔs－α）に設定されている。そして、調湿側コントローラ（92a）は、室内温度センサ
（55a）の計測値Ｔrが風量削減用基準値および容量削減用基準値（Ｔs－α）を下回って
いる間は、各室内ファン（24a～24d）の回転速度を通常の設定値に保つと共に、空調用圧
縮機（41）の運転周波数を空調側コントローラ（91）が圧縮機制御動作によって設定した
値に保つ。一方、調湿側コントローラ（92a）は、室内温度センサ（55a）の計測値Ｔrが
風量削減用基準値および容量削減用基準値（Ｔs－α）以上になると、各室内ファン（24a
～24d）の回転速度を強制的に引き下げると共に、空調用圧縮機（41）の運転周波数を空
調側コントローラ（91）が圧縮機制御動作によって設定した値よりも低い値に低下させる
。つまり、暖房運転中の容量削減動作において、調湿側コントローラ（92a）は、空調用
圧縮機（41）の運転周波数を、“各室内熱交換器（36a～36d）における冷媒の凝縮温度が
目標凝縮温度となるように空調側コントローラ（91）が設定した運転周波数”よりも低い
値に強制的に引き下げる。
【０１３２】
　　－参考技術２の効果－
　本参考技術の制御システム（90）において、第１の調湿ユニット（52a）に設けられた
調湿側コントローラ（92a）は、空調機（20）の冷房運転中に室内気温が容量削減用基準
値に達すると、空調用圧縮機（41）の運転容量を低下させる。冷房運転中に空調用圧縮機
（41）の運転容量が低下すると、各室内ユニット（22a～22d）の冷房能力が減少し、室内
気温の低下速度が緩やかとなる。その結果、空調機（20）の冷房運転中に室内気温が目標
温度範囲の下限値に達するまでの時間が、空調用圧縮機（41）の運転容量を低下させなか
った場合に比べて長くなる。
【０１３３】
　また、本参考技術の制御システム（90）において、第１の調湿ユニット（52a）に設け
られた調湿側コントローラ（92a）は、空調機（20）の暖房運転中に室内気温が容量削減
用基準値に達すると、空調用圧縮機（41）の運転容量を低下させる。暖房運転中に空調用
圧縮機（41）の運転容量が低下すると、各室内ユニット（22a～22d）の暖房能力が減少し
、室内気温の上昇速度が緩やかとなる。その結果、空調機（20）の暖房運転中に室内気温
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が目標温度範囲の上限値に達するまでの時間が、空調用圧縮機（41）の運転容量を低下さ
せなかった場合に比べて長くなる。
【０１３４】
　このように、本参考技術によれば、空調機（20）の冷房運転中または暖房運転中におい
て、室内気温の実測値が容量削減用基準値に達した時点から、制御システム（90）の温度
調節動作によって空調機（20）の冷房運転または暖房運転が休止させられる時点までの時
間を延長することができる。その結果、制御システム（90）の温度調節動作によって空調
用圧縮機（41）が起動される頻度を一層低減することができる。そして、比較的多くの電
力を消費する空調用圧縮機（41）の起動の回数を更に削減することができるため、空調シ
ステム（10）のランニングコストを一層確実に削減することができる。
【０１３５】
　《発明の実施形態》
　本発明の実施形態について説明する。本実施形態は、参考技術２の制御システム（90）
を変更したものである。
【０１３６】
　空調機（20）の冷房運転中において、本実施形態の制御システム（90）の調湿側コント
ローラ（92a）では、容量削減用基準値が、目標室内温度Ｔsよりも高く且つ風量削減用基
準値よりも低い値に設定される。また、空調機（20）の暖房運転中において、本実施形態
の制御システム（90）の調湿側コントローラ（92a）では、容量削減用基準値が、風量削
減用基準値よりも高く且つ目標室内温度Ｔsよりも低い値に設定される。
【０１３７】
　《その他の実施形態》
　　－第１変形例－
　図１０に示すように、上記の参考技術および実施形態では、各調湿ユニット（52a,52b
）に調湿用圧縮機（71a,71b）が一台ずつ搭載されていてもよい。図１０に示す空調シス
テム（10）では、外気処理機（50）が二台の調湿ユニット（52a,52b）だけによって構成
される。各調湿ユニット（52b）の調湿用回路（80a,80b）において、調湿用圧縮機（71a,
71b）は、その吐出側が四方切換弁（83a,83b）の第１のポートに接続され、その吸入側が
アキュームレータ（72a,72b）を介して四方切換弁（83a,83b）の第２のポートに接続され
る。
【０１３８】
　　－第２変形例－
　図１１に示すように、上記の参考技術および実施形態では、室外ユニット（21）の室外
回路（40）に設けられた圧縮機（41）が図１における調湿用圧縮機（71）を兼ねていても
よい。図１１に示す空調システム（10）では、一台の室外ユニット（21）と、四台の室内
ユニット（22a～22d）と、二台の調湿ユニット（52a,52b）とを配管で接続することによ
って、一つの冷媒回路（15）が形成されている。
【０１３９】
　具体的に、本変形例では、室外回路（40）の高圧側閉鎖弁（73）と低圧側閉鎖弁（74）
とが接続されている。本変形例の室外回路（40）において、高圧側閉鎖弁（73）は圧縮機
（41）の吐出側と四方切換弁（43）を繋ぐ配管に接続され、低圧側閉鎖弁（74）はアキュ
ームレータ（42）と四方切換弁（43）を繋ぐ配管に接続されている。そして、実施形態１
と同様に、高圧側閉鎖弁（73）には高圧側連絡配管（61）が接続され、低圧側閉鎖弁（74
）には低圧側連絡配管（62）が接続される。
【０１４０】
　　－第３変形例－
　上記の参考技術および実施形態において、空調側コントローラ（91）は、空調用冷媒回
路（30）で行われる冷凍サイクルの低圧に基づいて空調用圧縮機（41）の運転容量を調節
する動作を、空調機（20）の冷房運転中における圧縮機制御動作として行うように構成さ
れていてもよい。
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【０１４１】
　つまり、本変形例の空調側コントローラ（91）は、冷房運転中の圧縮機制御動作として
、低圧センサ（27）の計測値が所定の目標低圧圧力になるように、空調用圧縮機（41）の
運転周波数を調節する。具体的に、低圧センサ（27）の計測値が目標低圧圧力を上回って
いる場合、空調側コントローラ（91）は、冷凍サイクルの低圧を低下させるために、空調
用圧縮機（41）へ入力される交流の周波数を上昇させて空調用圧縮機（41）の運転容量を
増加させる。逆に、低圧センサ（27）の計測値が目標低圧圧力を下回っている場合、空調
側コントローラ（91）は、冷凍サイクルの低圧を上昇させるために、空調用圧縮機（41）
へ入力される交流の周波数を低下させて空調用圧縮機（41）の運転容量を減少させる。
【０１４２】
　また、上記の各実施形態において、空調側コントローラ（91）は、空調用冷媒回路（30
）で行われる冷凍サイクルの高圧に基づいて空調用圧縮機（41）の運転容量を調節する動
作を、空調機（20）の暖房運転中における圧縮機制御動作として行うように構成されてい
てもよい。
【０１４３】
　つまり、本変形例の空調側コントローラ（91）は、暖房運転中の圧縮機制御動作として
、高圧センサ（26）の計測値が所定の目標高圧圧力になるように、空調用圧縮機（41）の
運転周波数を調節する。具体的に、高圧センサ（26）の計測値が目標高圧圧力を下回って
いる場合、空調側コントローラ（91）は、冷凍サイクルの高圧を上昇させるために、空調
用圧縮機（41）へ入力される交流の周波数を上昇させて空調用圧縮機（41）の運転容量を
増加させる。逆に、高圧センサ（26）の計測値が目標高圧圧力を上回っている場合、空調
側コントローラ（91）は、冷凍サイクルの高圧を低下させるために、空調用圧縮機（41）
へ入力される交流の周波数を低下させて空調用圧縮機（41）の運転容量を減少させる。
【０１４４】
　　－第４変形例－
　上記の参考技術および実施形態において、外気処理機（50）の各調湿ユニット（52a,52
b）は、除湿運転と加湿運転に加えて単純換気運転を実行できるように構成されていても
よい。単純換気運転中の各調湿ユニット（52a,52b）では、調湿用圧縮機（71,71a,71b）
が停止された状態で給気ファン（53a,53b）及び排気ファン（54a,54b）の運転が継続され
る。そして、単純換気運転中の各調湿ユニット（52a,52b）は、吸い込んだ室外空気を除
湿も加湿も施さないそのままの状態で室内へ供給し、吸い込んだ室内空気を除湿も加湿も
施さないそのままの状態で室外へ排出する。
【０１４５】
　上述したように、上記の参考技術および実施形態の空調システム（10）では、制御シス
テム（90）が運転継続動作を行うことによって、空調システム（10）の運転中には常に外
気処理機（50）の運転が継続されるが、その際に外気処理機（50）が行う運転は、除湿運
転と加湿運転と単純換気運転のいずれであってもよい。
【０１４６】
　なお、以上の実施形態は、本質的に好ましい例示であって、本発明、その適用物、ある
いはその用途の範囲を制限することを意図するものではない。
【産業上の利用可能性】
【０１４７】
　以上説明したように、本発明は、空調機と外気処理機とを備える空調システムについて
有用である。
【図面の簡単な説明】
【０１４８】
【図１】参考技術１の空調システムの概略構成を示す冷媒回路図である。
【図２】除湿運転中の状態を示す調湿ユニットの概略構成図であって、(Ａ)は第１動作中
の状態を示すものであり、(Ｂ)は第２動作中の状態を示すものである。
【図３】加湿運転中の状態を示す調湿ユニットの概略構成図であって、(Ａ)は第１動作中
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の状態を示すものであり、(Ｂ)は第２動作中の状態を示すものである。
【図４】参考技術１の制御システムが空調機の冷房運転中に行うの動作を示すフロー図で
ある。
【図５】参考技術１の制御システムが空調機の暖房運転中に行うの動作を示すフロー図で
ある。
【図６】空調機によって冷房される室内の温度と空調機の運転状態の経時変化を示すタイ
ムチャートである。
【図７】空調機によって暖房される室内の温度と空調機の運転状態の経時変化を示すタイ
ムチャートである。
【図８】参考技術２の制御システムが空調機の冷房運転中に行うの動作を示すフロー図で
ある。
【図９】参考技術２の制御システムが空調機の暖房運転中に行うの動作を示すフロー図で
ある。
【図１０】その他の実施形態の第１変形例の空調システムの概略構成を示す冷媒回路図で
ある。
【図１１】その他の実施形態の第２変形例の空調システムの概略構成を示す冷媒回路図で
ある。
【符号の説明】
【０１４９】
　10　　空調システム
　15　　冷媒回路
　20　　空調機
　41　　空調用圧縮機（圧縮機）
　50　　外気処理機
　90　　制御システム（制御手段）
【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】

【図７】
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【図１０】 【図１１】
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